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6月定例会  

工事名称 
　福崎駅周辺整備（その２）　
　工事 
契約金額 
　２億１９２４万円 
工　　期 
　平成31年３月29日まで 
契約の相手 
　美樹工業株式会社（姫路市） 

工事名称 
　福崎駅周辺整備（その１） 　
　工事 
契約金額 
　１億２７４４万円 
工　　期 
　平成31年３月29日まで 
契約の相手 
　株式会社広築 福崎営業所 

工事名称 
　福崎駅前観光交流センター 
　新築工事 
契約金額 
　１億８７７０万４千円 
工　　期 
　平成31年１月31日まで 
契約の相手 
　株式会社進藤組（たつの市） 

　６月定例会は６月８日に招集され、２２日まで
の１５日間の会期で開きました。町長から提出
された報告３件、議案１３件、及び議員から提
出された請願１件について、慎重に審議を行
いました。 

　審議の結果、議案１３件は全て原案のとおり
可決、請願１件については不採択とすべきも
のと決定しました。 
　一般質問は６月２０日に行われ、４議員が町
政全般にわたり質問しました。 

※契約金額は税込金額 

観光交流センター 

観光交流センター 交流広場 交通広場 



議
員
 

　
祭
り
の
際
に
福
崎
駅
前
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ル
ー
フ
デ
ッ

キ
か
ら
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
実
際

に
何
人
く
ら
い
が
入
れ
る
の
か
。
 

技
監
 

　
設
計
上
は
1
0
0
0
人
以
上
の

人
数
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
た
だ
、
実
際
に
そ
れ
だ
け
の
人

数
が
入
る
と
、
転
倒
や
転
落
な
ど

の
事
故
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
入
場
が
予

想
さ
れ
る
祭
り
等
の
際
は
、
入
場

制
限
を
設
け
る
と
い
っ
た
対
応
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
は
工
期
内
に

完
成
で
き
る
の
か
。
 

技
監
 

　
標
準
的
な
工
事
と
し
て
は
、
設

定
し
た
工
期
内
に
完
成
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
福
崎
駅
周
辺
で
は
３

件
の
工
事
が
錯
綜
す
る
こ
と
に
な

り
、
慎
重
な
工
程
調
整
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
と

の
近
接
工
事
と
な
る
の
で
、
施
工

計
画
上
、
ど
の
よ
う
な
条
件
が
課

せ
ら
れ
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
の
条
件
に
よ
っ
て
は
工
期

を
延
長
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
 

 議
員
 

　
福
崎
駅
周
辺
整
備
（
そ
の
２
）

工
事
で
は
一
般
競
争
入
札
の
入
札

参
加
業
者
が
２
者
で
あ
っ
た
。
参

加
業
者
が
少
な
か
っ
た
理
由
は
。
 

技
監
 

　
①
Ｊ
Ｒ
福
崎
駅
と
の
近
接
工
事

に
な
り
、
施
工
時
間
や
人
員
体
制
、

使
用
す
る
重
機
な
ど
に
厳
し
い
制

約
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
 

　
②
そ
の
他
の
工
事
と
の
綿
密
な

工
程
調
整
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
 

　
③
他
の
自
治
体
の
工
事
発
注
時

期
と
重
な
り
、
配
置
技
術
者
の
確

保
が
難
し
い
こ
と
。
 

　
こ
れ
ら
３
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 議
員
 

　
一
般
競
争
入
札
の
場
合
、
入
札

参
加
業
者
が
最
低
何
者
以
上
あ
れ

ば
成
立
す
る
の
か
。
 

技
監
 

　
一
般
競
争
入
札
と
し
て
公
告
を

し
た
時
点
で
誰
で
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
競
争
原
理

は
働
く
と
考
え
ま
す
。
た
と
え
参

加
業
者
が
１
者
で
あ
っ
た
と
し
て

も
入
札
は
有
効
に
成
立
し
ま
す
。
 

3 ふくさき議会だより　第147号 

6月定例会  

工 事 名 称　　　川観光交流センター新築工事 
契 約 金 額　　８４２４万円 
工　　　期　　平成31年１月31日まで 
契約の相手　　牛尾建設株式会社（福崎町） 

※契約金額は税込金額 

南立面図  東立面図  

西立面図  北立面図  

さ
く
そ
う 
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福
崎
町
消
防
団
で
は
、
平
日
昼
間
の
火
災
発
生
時

に
お
け
る
初
期
消
火
の
体
制
を
強
化
し
、
地
域
防
災

力
の
充
実
を
図
る
た
め
、
消
防
団
員
の
Ｏ
Ｂ
や
消
防

職
員
の
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に
機
能
別
団
員
の
募
集
を
始
め

ま
し
た
。
 

議
員
 

　
公
社
存
続
問
題
の
検
討
は
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
現
在
の
剰
余
金
を
勘
案
す
れ
ば
、

今
後
30
年
以
上
は
存
続
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
す
。
 

　
受
託
事
業
が
終
わ
れ
ば
解
散
を

考
え
て
は
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
福
崎
町
と
し
て
は
、
今

後
、
大
き
な
利
用
が
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
存
続
を
希
望
し

て
い
ま
す
。
 

　
住
所
　
福
崎
町
八
千
種
 

　
任
期
　
平
成
30
年
７
月
１
日
 

　
　
　
　
か
ら
４
年
間
　
 

議
員
 

　
報
酬
は
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
報
酬
や
退
職
報
償
金
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
回
の

出
動
に
つ
き
1
2
0
0
円

の
出
動
手
当
を
支
給
し
ま

す
。
 

 議
員
 

　
福
崎
町
消
防
団
は
水
防

団
も
兼
ね
て
い
る
が
、
機

能
別
団
員
は
。
 

 

住
民
生
活
課
長
 

　
平
日
昼
間
の
火
災
時
に

お
け
る
活
動
の
み
と
し
て

い
ま
す
。
 

 議
員
 

　
女
性
の
参
加
に
も
道
を

ひ
ら
く
と
い
う
考
え
は
。
 

町
長
 

　
意
欲
的
に
参
加
を
し
た

い
、
技
術
力
を
磨
き
た
い

と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
応

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
６
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
ご
み
処
理
計
画
検
討
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

 【
目
的
】
く
れ
さ
か
環
境
事
務
組

合
の
将
来
計
画
及
び
神
崎
郡
ご
み

処
理
施
設
の
建
設
等
、
福
崎
町
の

ご
み
処
理
計
画
に
つ
い
て
総
合
的

に
調
査
・
検
討
を
行
う
。
 

 【
委
員
】
議
長
を
除
く
全
議
員
 

　
　
委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

　
　
副
委
員
長
　
山
口
　
純
 

 　
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
閉
会
中

も
継
続
し
て
調
査
・
研
究
を
行
い

ま
す
。
 

【
入
団
条
件
】
 

・
元
消
防
団
員
か
元
消
防
職
員
で
５
年
以
上
の
経
験

　
を
有
す
る
者
 

・
年
齢
が
23
歳
以
上
70
歳
未
満
の
者
 

・
町
内
に
居
住
す
る
者
 

【
活
動
内
容
】
 

・
平
日
昼
間
の
火
災
時
に
お
け
る
消
火
活
動
及
び
支

　
援
活
動
 

中播公平委員会の構成団体 

くれさかクリーンセンター 

　
共
済
へ
の
加
入
人
員
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
共
済

期
間
を
平
成
31
年
度
末
と
し
、

平
成
33
年
度
末
を
も
っ
て
共
済

組
合
を
解
散
す
る
も
の
。
 

 議
員
 

　
採
算
が
と
れ
る
加
入
率
は
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
平
成
20
年
度
の
構
成
市
町
の
加

入
率
は
42
％
で
し
た
が
、
そ
れ
く

ら
い
あ
れ
ば
こ
の
事
業
は
賄
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
 

豆 識 知 公平委員会とは 
　地方公務員の職員の勤務条件に関する
措置の要求及び職員に対する不利益処分
を審査し、並びにこれについて必要な措
置を講ずることを職務とする行政委員会。 

福崎町、市川町、神河町 
中播衛生施設事務組合、姫路福崎斎苑施設
事務組合、中播農業共済事務組合、くれさ
か環境事務組合、中播北部行政事務組合 
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注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。また、総務文教常任委員会以外の委員会には 
　　オブザーバーとして出席します。 
注3　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の委員は出席の必要はありません。 
 

本会議1日目（6月8日） 
本会議2日目（6月12日） 
総務文教常任委員会（6月13日） 
民生まちづくり常任委員会（6月14日） 
福崎駅周辺整備対策特別委員会（6月15日） 
本会議3日目（6月20日） 
民生まちづくり常任委員会（6月20日） 
本会議4日目（6月22日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
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市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
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山
口
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木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
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前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
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秀
人
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議席番号・議員名 

会 議 名  

賛成 

反対 

2 

11
消費税１０％への増税中止を 
求める請願 

出
席
の
状
況
 

採
決
の
 

結
果
 

 

＊定例会の出席状況および賛否の分かれた議案＊ 

消費税１０％への増税中止を求める請願（概要） 

石 野 光 市  

　消費税は平成元年に
３％、９年に５％、２６年に
８％と引き上げられて
きた。そして平成３１年
１０月から１０％に引き上
げられようとしている。
飲食料品と新聞だけが
８％に据え置かれるこ
とも新たな不公平や中
小規模経営者に負担を
強める。 

　生活必需品である日用品や食料に対する消
費税の課税は、所得の少ない人ほど負担率が
高く、税の所得再分配機能に逆行し、１０％へ
の増税はその弊害を助長する。 
　以前には財政再建のためと言われた時期も
あったが、消費税の増収分が大企業・富裕層
への減税に使われており、税収増になってい

ないし、税収全体が消費税導入時の６０兆円を以
後、回復していないことが財務省公開のグラフ
で見られる。 
　経済格差が広がり、子どもの貧困が社会問題
になっている。年金の支給額は消費税の引き上
げにつながらないと政府は言っている。年金の
支給額引き上げは物価と平均給与が同時に上が
った時だけとしている。 
　増税するなら、今、大企業・富裕層に行われ
ている減税を中止することから始め、さらに歳
出の抜本的な見直しが行われるべきだ。 
　中小企業、小規模の農林水産業、商店の経営
にも著しい経営苦を、広く勤労者にも年金生活
者にも厳しい生活苦をもたらし、景気を冷え込
ませるなど、日本経済全体にも大きな疲弊をも
たらす消費税増税の中止を求める本請願は適切
なものだ。 

　平成３１年１０月から消費税１０％への増税が予
定されている。（飲食料品・新聞は軽減税率
制度により８％に据え置き） 
　消費税増税により物価上昇、消費の落ち込
みが予想される。消費税は所得が低い人ほど
負担率が高くなる不平等な税制である。 

　また、消費税増額相当分の大企業減税が行わ
れ、貧富の格差は広がり、国債残高は増加して
いる。 
　消費税増税を中止し、大企業・富裕層への減
税をやめるべきである。 



 

報告第 4 号 

報告第 5 号 

報告第 6 号 

議案第25号 

議案第26号 

議案第27号 

議案第28号 

議案第29号 

議案第30号 

議案第31号 

 

議案第32号

 

 

議案第33号 

議案第34号 

議案第35号 

議案第36号 

議案第37号 

 

請願第 1 号 

 

平成29年度 兵庫県町土地開発公社事業報告 

平成29年度 福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越計算書の報告 

平成29年度 福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 

中播公平委員会委員の選任 

兵庫県市町交通災害共済組合規約の一部変更 

福崎町表彰条例の一部を改正する条例 

 

 

 

 

 

 

 

福崎町道路線の認定 

工事請負契約（福崎駅前観光交流センター新築工事） 

工事請負契約（　川観光交流センター新築工事） 

工事請負契約（福崎駅周辺整備（その1）工事） 

工事請負契約（福崎駅周辺整備（その2）工事） 

 

消費税10％への増税中止を求める請願 

審議結果 

 

 

 

賛成全員  同意 

 

 

 

 

 

 

賛成全員  可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成少数  不採択 

（町長提案分） 

（委員会提案分） 

第479回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

議案等番号 件　　　　　　名 

6ふくさき議会だより　第147号 

6月定例会  

「報告」は質疑を 

　行いますが、 

　討論・採決は 

　ありません 

福崎町消防団条例及び福崎町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する 
条例の一部を改正する条例 

福崎町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を 
定める条例の一部を改正する条例 

福崎町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の 
制定 

福崎町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに 
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の 
方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 
 

福崎町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に 
係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部を 
改正する条例 
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総務文教常任委員会  

　福崎町第５次総合計画 
後期基本計画の策定始まる 
　福崎町第５次総合計画 
後期基本計画の策定始まる 
　福崎町第５次総合計画 
後期基本計画の策定始まる 

総合計画とは 

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 

4月23日 
5月21日 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

議 員 名  
開 催 日  

活力にあふれ　風格のある　住みよいまち 
～住んで、学んで、働いて　未来につながる福崎～ 

　町全体の総合的かつ効率的な行財政の運営を
図るための基本となるものであり、まちの将来
像と計画実現に向けた施策及び施策の進め方を
示すものです。 
　まちづくりの目指すべき将来像及び基本理念
を定め、その実現のための施策を示した平成26
（2014）年度から平成35（2023）年度までの10年間
を計画期間とする「基本構想」と基本構想に基
づき具体的に推進するための基本的施策を総合
的かつ体系的に定めた「基本計画」とで構成さ
れています。基本計画は 5年を1期間として、
平成31（2019）年度から平成35年（2023）年度まで
を「後期基本計画」としています。 

　前期基本計画における施策の達成度、評価、
現状の課題や問題点を各担当課で検証し、住民
アンケート調査を行い、住民公募によるまちづ
くり委員会、町内外の有識者からなる総合計画
審議会、町幹部の策定委員会、計画遂行の中心
となるワーキンググループ等で後期基本計画の
策定に取り組んでいきます。議会からは議員4
名が総合計画審議会に参画します。 

　柳田國男の著書『遠野物語』で知られる遠野
市と、平成26年8月23日に友好都市共同宣言の
調印を行いました。柳田國男・松岡家記念館で
遠野市立博物館主催の展覧会、福崎秋まつりで
は遠野市の物産展を行い、交流していますが、
さらに交流の幅を広げるため、8月27日から29
日まで 2泊 3日で小学6年生15名が遠野市へ訪
問します。交流事業を通じて、福崎町の歴史・
文化への理解を深めてもらいたいです。 

これからの進め方 

�������
�������
QQQQQQQ
QQQQQQQ
�������
�������遠野市児童と福崎町児童との交流事業 

注1　「〇」は出席です。 

カッパ淵（遠野市 常堅寺付近） 
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民生まちづくり常任委員会  

在宅医療・介護連携を推進 

　地域包括ケアシステムの実現のために有効な
ものとして、地域ケア会議を実施し、以下の検
討が行われます。 
 
①地域支援ネットワークの構築 
②高齢者の自立支援に資するケアマネジメント支援 
③地域課題の把握 
 
　今後は、自治会単位で開催している地域支え
合い会議に福祉担当者による「我が事会議」を
設け、地域住民が、早期の支援を要する高齢者
の自立支援に積極的に関わることができる体制
を目指すとしています。 

　神崎郡医師会と連携し、福崎町が推進する事
業と、神崎郡３町協働で推進する事業の調整を
図りながら推進するとしています。 
 
○地域の医療・介護の資源の把握 
○在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 
○切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進 
○医療・介護関係者の情報共有の支援 
○在宅医療・介護連携に関する相談支援 
○医療・介護関係者の研修 
○地域住民への普及啓発 
○在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携 

地域ケア会議を推進 

地域包括ケアシステムの 
構築に向けて 

地域包括ケアシステムの 
構築に向けて 

地域包括ケアシステムの 
構築に向けて 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 

4月25日 
5月23日 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
欠 

○ 
○ 

○ 
○ 

前
川
裕
量
 

山
口
　
純
 

河
嶋
重
一
郎
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

柴
田
幹
夫
 

冨
田
昭
市
 

高
井
國
年
 

議 員 名  
開 催 日  

　団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、
重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること
ができるよう、住まい・医療・介護・予防・生
活支援が一体的に提供される地域包括ケアシス

テムの構築が目指されています。 
　今後、認知症高齢者の増加が見込まれること
から、認知症高齢者の地域での生活を支えるた
めにも、地域包括ケアシステムの構築が重要で
す。 

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等 

・地域包括支援センター 
・ケアマネジャー 

住まい 

病気になったら･･･ 
医　療 

・急性期病院 
・亜急性期・回復期 
　リハビリ病院 日常の医療： 

・かかりつけ医 
・地域の連携病院 

相談業務やサービスの 
コーディネートを行います。 

介護が必要になったら･･･ 
介　護 

■施設・居住系サービス 
・介護老人福祉施設 
・介護老人保健施設 
・認知症共同生活介護 
・特定施設入所者生活介護 

等 

■在宅系サービス： 
・訪問介護・訪問看護・通所介護 
・小規模多機能型居宅介護 
・短期入所生活介護 
・24時間対応の訪問サービス 
・複合型サービス 
　（小規模多機能型居宅介護＋ 

訪問看護）等 
■介護予防サービス 

地域包括ケアシステムの姿 

※地域包括ケアシステムは、おおむね
30分以内に必要なサービスが提供さ
れる日常生活圏域（具体的には中学
校区）を単位として想定 

・自宅 
・サービス付き高齢者向け住宅等 

認知症の人 

いつまでも元気に暮らすために･･･ 
生活支援・介護予防 

通院・入院 通所・入所 
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福崎駅周辺整備対策特別委員会  

工事中の安全対策には特に留意を 工事中の安全対策には特に留意を 工事中の安全対策には特に留意を 

　福崎駅前では、新しい道路が供用され見通し
がよくなった反面、スピードを出す車が増加し
ています。町としては、速度規制、取り締まり
の強化等を警察に相談しているとのことです。
信号の設置を含め、早期の対策を要望します。 

新設道路のスピード対策を 

　信号の設置は公安委員会の所管となりますが、
予算がなく、兵庫県下でも年間５箇所程度しか
設置されていないとのことです。なお、町とし
ては、地中に電線ケーブルを、また、右折レー
ン用の幅を確保し、信号設置に備えているとの
ことです。 

福崎駅前に信号の設置は 

福崎駅前の工事の様子（7月17日） 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

－ 

－ 

○ 

○ 

－ 

議員名 

開催日 

＊議会広報常任委員会＊ 
石
野
光
市
 

柴
田
幹
夫
 

北
山
孝
彦
 

木
村
い
づ
み
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

高
井
國
年
 

　6　月 8 日 

　6　月29日 

　7　月17日 

　7　月20日 

　7　月26日 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

議員名 

開催日 

＊議会運営委員会＊ 
河
嶋
重
一
郎
 

山
口
　
純
 

牛
尾
雅
一
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

前
川
裕
量
 

高
井
國
年
 

　5　月30日 

　6　月 1 日 

　6　月29日 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 

議員名 

開催日 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 
城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

高
井
國
年
 　5　月15日 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

 

駅 南 幹 線 

甘地福崎線 

福崎駅田原線 

駅 前 広 場 

合　計 

契約済 

12/12筆 

31/31筆 

 9 /12筆 

14/14筆 

66/69筆 

 

12/12筆 

31/31筆 

 9 /12筆 

14/14筆 

66/69筆 

 

1,286㎡ 

4,432㎡ 

2,310㎡ 

1,519㎡ 

9,547/10,010㎡ 

取得完了（登記済） 

用地取得状況  
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5月臨時会  

　第４７８回臨時会は５月３０日に招集されました。
今臨時会では、専決処分の承認を求めること
について（福崎町町税条例等の一部を改正す

る条例）と福崎町国民健康保険税条例の一部
改正の議案２件の審議を行いました。 

小 林 　 博  

　国民健康保険は国民
皆保険の基本であり社
会保障です。福崎町の
加入者の構成は、年所
得１００万円以下が７０％、
ゼロが４０％です。年
１万円引上げで１５万
１千円を超える保険税
は生活を圧迫するもの 
です。資産割がなくな 

り負担の変動があるだけに影響は大きい。
都道府県営化は助け合い事業にするもので
容認できません。福崎町の平成２９年度決算
見込み残高は予算に対し３０００万円の増です。
これを活用すれば値上げしないでよいはず
です。地方自治法では住民の福祉の増進を
図る事を自治体に求めています。ためこみ
を増やし増税を図るのは自治体のとるべき
姿ではありません。以上、再考を求め、反
対討論とします。 

第478回 臨時会 

福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

第４７８回　福崎町議会臨時会　議案件名表 

注1　「〇」は出席、「欠」は欠席です。 
注2　高井議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。 

臨時会（5月30日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

◎ ／ 
／ 
◎ ◎ ◎ ◎  

● 
◎ ◎ ◎  

● 
 
● 
◎ － 
－ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

賛成 

反対 

9 

3
福崎町国民健康保険税条例の 
一部を改正する条例 

採
決
の
 

結
果
 

出
席
の
 

状
況
 

＊臨時会における出席状況および賛否の分かれた議案＊ 

①兵庫県が提示する標準保険料率を参考に、平成３０年度以降は資産割を賦課しない
３方式へ変更します。 
②医療保険分の賦課限度額を５８万円に引き上げます。 
③低所得者の負担軽減を図るため、２割軽減、５割軽減の対象世帯を拡大します。 

改正の 
ポイント 
改正の 
ポイント 

 

議案第23号 

議案第24号 

 

専決処分の承認を求めること（福崎町町税条例等の一部を改正する条例） 

福崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

審議結果 

賛成全員  承認 

賛成多数  可決 

（町長提案分） 

議案等番号 件　　　　　　名 

【平成３０年度国民健康保険税の税率等】 

区　分  
一世帯当たり国保税（平均） 
一人当たり国保税（平均）　 

改正後（30年度） 
1 5 1 , 1 0 0円  
　9 0 , 7 0 0円  

改正前（29年度） 
1 4 1 , 3 0 0円  
　8 3 , 4 0 0円  

差　引 
9 , 8 0 0円  
7 , 3 0 0円  

内　訳
 

 
所得割　Ａ 
資産割　Ｂ 
均等割　Ｃ 
平等割　Ｄ 
年間保険税 

　　　　　　
計算の説明

 
 
課税総所得金額×税率 
固定資産税額×税率 
被保険者１人につき 
１世帯につき 
Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ（ただし賦課限度額まで） 

医療保険分　　　　 
改正後　　（改正前）  
6 . 3 0 %　　（5.70%） 
0%　　（5.00%） 

2 3 , 5 0 0円　（19,200円） 
1 7 , 0 0 0円　（14,000円） 

賦課限度額　　　　 
5 8 0 , 0 0 0円（540,000円） 

後期高齢者支援分　　 
改正後　（改正前）  
2 . 7 0 %　（2.60%） 
0%　（2.80%） 

1 0 , 5 0 0円（9,000円） 
7 , 4 0 0円（6,600円） 
賦課限度額　　　　 
1 9 0 , 0 0 0円           

介護保険分　 　　 
改正後　（改正前）  
2 . 6 0 %　（2.60%） 
0%　（4.30%） 

9 , 8 0 0円（9,800円） 
5 , 1 0 0円（5,100円） 
賦課限度額　　　　 
1 6 0 , 0 0 0円        　 

※介護保険分は、40歳以上65歳未満（介護2号被保険者）の方のみに上乗せされます。 
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一般質問  

「一般質問」は、公の場である議会で、行政全般について町長の考え方
や町政をただし、また、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にする大切な場です。質問をする議員は、町長に事前に質問内容を通告
し、議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が
原稿を起こし、「議会だより」に掲載しています。 

（１）神崎郡ごみ処理施設建設計画について 
（２）社会教育施設等の環境整備について 
（３）有害鳥獣対策について 
（４）地域の救急医療体制について 
 
（１）財政調整基金等について 
（２）新学習指導要領について 
 
（１）防災について 
（２）学童保育園について  
（３）町広報について 
（４）生活保護見直しによる受給世帯への影響は 
（５）農業について 
（６）三木家住宅について 
  
（１）公園について 
（２）農業施策について 
（３）文化財及び観光について 
（４）防災対策について 
（５）交通安全対策について 

 

 
牛　尾　雅　一  

 

 

 

三　輪　一　朝  

 

 

 

 

石　野　光　市
 

 

 

 

 

 

小　林　　　博  

第479回定例会  一般質問 

一般質問 
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一般質問  

県
道
田
口
福
田
線

県
道
田
口
福
田
線 
県
道
田
口
福
田
線 

問
　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
等
で
駐
車
場
が
狭
い
た

め
、
ド
ー
ム
東
側
の
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
場
隣
に
駐
車

し
た
際
は
会
場
入
口
ま
で

大
回
り
を
し
て
い
る
。
フ

ェ
ン
ス
を
切
り
、
扉
を
改

設
し
て
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
れ
な
い
か
。
 

 　社
会
教
育
課
長
 

　
ド
ー
ム
東
側
は
道
路
と

の
高
低
差
、
距
離
の
短
さ

が
あ
り
急
な
法
面
と
な
っ

て
い
ま
す
。
防
球
ネ
ッ
ト

も
あ
り
構
造
的
に
扉
の
設

置
は
困
難
で
す
。
 

 問
　
扉
の
改
設
は
健
康
維

持
・
増
進
の
た
め
利
用
さ

れ
る
多
く
の
利
用
者
の
要

望
で
あ
り
、
手
す
り
を
付

け
た
り
、
斜
め
に
ス
ロ
ー

プ
を
付
け
る
な
ど
方
法
は

あ
る
と
考
え
る
が
。
 

 　町
長
 

　
扉
を
付
け
た
と
し
て
も

防
球
ネ
ッ
ト
が
目
前
に
あ

り
、
く
ぐ
っ
て
入
ら
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り

そ
の
あ
た
り
も
考
え
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

さ
る
び
あ
ド
ー
ム
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
は
 

　
道
路
と
の
高
低
差
、
距
離
の
短
さ
、
急
な
法
面
の
た
め
困
難
 

牛 尾 雅 一  

扉の要望が多いさるびあドームフェンス 

問
　
青
少
年
野
外
セ
ン
タ

ー
は
今
年
11
月
4
日
ひ
ょ

う
ご
森
の
ま
つ
り
2
0
1
 

8
の
会
場
の
一
部
に
な
る
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
県
下

よ
り
多
く
の
方
が
来
場
さ

れ
る
。
県
道
田
口
福
田
線

の
道
路
の
修
繕
・
拡
幅
を

県
に
要
望
す
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
る
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
期
ま
で
の
実
施
は
困

難
で
す
が
、
待
避
所
の
整

備
等
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
 

    問
　
神
崎
郡
ご
み
処
理
建

設
計
画
に
つ
い
て
は
、
ご

み
は
住
民
の
生
活
に
直
結

す
る
問
題
で
あ
り
、
ま
た

郡
内
3
町
で
進
め
る
計
画

で
も
あ
る
た
め
、
住
民
の

関
心
が
高
い
と
考
え
ま
す
。

公
害
等
が
発
生
し
な
い
な

ど
施
設
の
環
境
に
対
す
る

対
策
に
事
前
の
計
画
段
階

か
ら
周
到
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と
を
求
め
る
が
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
排
ガ
ス
の
排
出
基
準
や

焼
却
灰
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

基
準
な
ど
は
、
法
律
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
焼

却
施
設
の
排
ガ
ス
処
理
技

術
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
基
準
を

は
る
か
に
上
回
る
レ
ベ
ル

ま
で
有
害
物
を
除
去
で
き
、

排
水
に
つ
い
て
は
ト
イ
レ

や
流
し
な
ど
の
雑
排
水
の

み
で
ご
み
処
理
に
お
け
る

排
水
は
出
な
い
施
設
と
な

る
計
画
で
す
。
 

 問
　
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
合
わ
せ
た
山
林
開
発
等

行
わ
れ
る
と
考
え
る
が
、

施
設
が
建
設
さ
れ
た
後
も

近
隣
の
所
が
将
来
的
に
有

効
に
利
活
用
出
来
る
よ
う

な
基
幹
道
路
整
備
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
道
路
に
つ
い
て
は
建
設

場
所
に
よ
り
、
道
路
拡
幅

や
新
し
い
道
路
が
必
要
に

な
る
の
か
、
ケ
ー
ス
に
よ

り
違
っ
て
き
ま
す
の
で
具

体
的
に
場
所
が
決
定
し
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

   問
　
猟
友
会
の
捕
獲
後
の

後
処
理
の
問
題
等
負
担
軽

減
の
た
め
、
神
崎
郡
内
に

食
肉
処
理
加
工
施
設
を
建

設
す
べ
き
で
な
い
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
姫
路
市
の
食
肉
加
工
施

設
ま
で
が
遠
い
の
で
、
郡

内
に
あ
れ
ば
助
か
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
施
設
建
設
の
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

軽四同士でも交代が出来にくい県道 
（野外センター手前） 

ご
み
処
理
施
設

ご
み
処
理
施
設 

建
設
計
画

建
設
計
画 

ご
み
処
理
施
設 

建
設
計
画 

食
肉
加
工
処
理
施
設

食
肉
加
工
処
理
施
設 

食
肉
加
工
処
理
施
設 
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一般質問  

三 輪 一 朝  

財
政
調
整
基
金

財
政
調
整
基
金 

財
政
調
整
基
金 

財政調整基金の年度末保有額を試算するなど、 
リスク管理しているのか 
　当該年度を含んだ10カ年の財政収支見通しを 
　作成しています 

問
　
財
源
不
足
に
対
応
す

る
た
め
の
預
金
と
し
て
の

性
格
を
有
す
る
財
政
調
整

基
金
の
保
有
額
が
枯
渇
し

た
り
、
極
め
て
低
い
水
準

と
な
っ
た
自
治
体
に
、
新

潟
市
や
福
井
市
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は

急
激
な
歳
入
の
増
加
が
無

い
こ
と
で
、
事
業
の
廃
止

や
縮
小
、
延
伸
等
に
よ
り

歳
出
の
縮
小
を
図
っ
て
い

る
。
 

　
本
町
で
は
年
度
当
初
の

予
算
組
み
に
際
し
、
平
成

30
年
度
ま
で
4
年
連
続
で

財
源
不
足
を
財
政
調
整
基

金
に
求
め
、
取
り
崩
す
計

画
と
し
て
い
る
。
 

　
し
か
し
、
各
年
度
末
で

は
、
不
用
額
な
ど
に
よ
り

結
果
的
に
財
政
調
整
基
金

の
取
り
崩
す
額
を
縮
小
で

き
た
り
、
取
り
崩
さ
ず
に

済
ん
だ
年
度
も
あ
る
。
 

　
し
か
し
、
今
後
は
次
の

財
政
需
要
等
が
重
な
る
。
 

 ①
過
去
に
起
債
し
た
償
還

は
徐
々
に
終
了
し
て
い

く
が
、
福
崎
駅
周
辺
整

備
、
駅
前
団
地
の
大
規

模
な
償
還
が
始
ま
る
。
 

 ②
学
校
等
、
イ
ン
フ
ラ
の

長
寿
命
化
取
組
み
本
格

化
や
、
学
校
空
調
機
整

備
等
の
新
た
な
起
債
の

償
還
が
始
ま
る
と
と
も

に
起
債
年
に
多
額
の
一

般
財
源
が
投
入
さ
れ
る
。
 

 ③
と
も
に
新
設
さ
れ
る
学

校
空
調
設
備
の
電
気
代

や
駅
前
と
　
川
の
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
の
維
持

管
理
運
営
費
等
が
新
た

に
発
生
す
る
。
 

 

④
資
本
費
平
準
化
債
に
よ

り
緩
和
さ
れ
る
が
、
し

ば
ら
く
の
間
は
一
般
会

計
か
ら
下
水
道
事
業
会

計
な
ど
へ
の
繰
出
・
拠

出
は
、
増
加
あ
る
い
は

高
水
準
に
推
移
す
る
。
 

 ⑤
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
等
の
社
会
保
障
関
連

歳
出
が
伸
長
し
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
増
や

そ
の
高
止
ま
り
が
想
定

さ
れ
る
。
 

 ⑥
ほ
場
整
備
な
ど
単
年
度

で
完
了
し
な
い
継
続
中

の
事
業
が
存
在
す
る
。
 

 ⑦
サ
ル
ビ
ア
号
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
公
共
交
通

網
に
関
す
る
歳
出
の
増

加
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
を
算
入
し
た
試
算

を
行
う
と
、
本
町
の
財

政
調
整
基
金
は
か
な
り

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

本
町
は
健
全
な
行
財
政

運
営
を
行
う
た
め
、
財

政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、

今
後
、
当
分
の
間
の
年

度
末
毎
の
残
高
を
試
算

す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
管

理
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
。
 

 　

町
長
 

　
本
町
で
は
、
当
該
年
度

を
含
ん
だ
10
カ
年
の
財
政

収
支
見
通
し
を
毎
年
度
更

新
し
て
作
成
し
て
お
り
、

財
政
収
支
見
通
し
が
つ
い

て
い
な
い
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

  問
　
財
政
調
整
基
金
の
保

有
す
べ
き
額
は
設
定
し
て

い
る
の
か
。
 

 　

町
長
 

　
保
有
す
べ
き
額
は
事
業

の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま
え

て
捉
え
た
い
。
 

  問
　
本
町
に
お
い
て
、
事

業
の
廃
止
、
縮
小
、
延
伸

と
な
る
財
政
調
整
基
金
保

有
額
の
設
定
は
し
て
い
る

の
か
。
 

 　

町
長
 

　
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

事
業
の
廃
止
、
縮
小
、
延

伸
と
な
ら
な
い
よ
う
、
と

り
わ
け
イ
ン
フ
ラ
整
備
等

は
辛
抱
し
て
い
た
だ
く
必

要
性
が
あ
り
ま
す
。
 

 
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る

福
崎
駅
周
辺
整
備
の
1
0
 

0
％
に
近
い
事
業
費
内
示

は
特
異
な
事
例
で
、
今
後

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
困
難

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

こ
か
つ 



問
　
最
近
、
線
状
降
水
帯

と
呼
ば
れ
る
、
長
時
間
に

わ
た
り
同
じ
地
域
に
大
量

の
雨
が
降
り
続
け
る
現
象

が
国
内
で
起
こ
っ
て
い
る
。
 

　
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
雨
が
降
る
と
い
う
例
が

た
び
た
び
報
じ
ら
れ
て
お

り
、
当
町
で
も
十
分
起
こ

り
う
る
と
い
う
こ
と
が
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
具

体
的
な
啓
発
や
、
水
路
の

日
常
的
な
管
理
な
ど
災
害

を
抑
制
す
る
た
め
の
具
体

的
な
対
策
、
対
応
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
町
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

防
災
情
報
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、
自
主
避
難
所
の

早
期
開
設
、
防
災
行
政
無

線
や
防
災
ネ
ッ
ト
等
に
よ

り
住
民
の
方
へ
の
情
報
伝

達
を
行
い
、
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
住
民
の
方

へ
の
啓
発
に
努
め
、
早
期

の
情
報
入
手
、
発
信
等
に

よ
り
、
減
災
・
防
災
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

     問
　
年
ご
と
に
学
童
保
育

園
の
利
用
者
数
が
増
え
て

い
る
。
利
用
者
数
の
多
い

日
、
特
に
夏
休
み
中
の
県

民
交
流
広
場
等
の
活
用
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
準
備

は
す
す
ん
で
い
る
か
。
 

 　学
校
教
育
課
長
 

　
西
部
学
童
保
育
園
は
隣

の
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
室
、

東
部
学
童
保
育
園
は
県
民

交
流
広
場
を
借
り
て
対
応

し
ま
す
。
 

　
園
長
と
は
夏
休
み
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
調
整
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
指
導
員
確
保
に
つ
い
て

は
神
戸
医
療
福
祉
大
学
に

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

    問
　
「
ふ
く
さ
き
カ
レ
ン

ダ
ー
」
等
か
ら
住
民
に
早

め
に
届
く
手
立
て
や
紙
面

改
善
の
取
り
組
み
は
。
 

 　総
務
課
長
 

　
配
布
す
る
日
の
変
更
は

困
難
で
す
の
で
、
「
ふ
く

さ
き
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
掲

載
期
間
を
変
更
す
る
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。
 

研
修
も
含
め
、
活
字
を
大

き
く
し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
増
や
す
な
ど
、
 

わ
か
り
や
す
く
見
や
す
い

紙
面
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

   問
　
今
年
度
か
ら
米
の
作

付
け
へ
の
補
助
全
廃
、
生

産
調
整
の
制
度
廃
止
が
行

わ
れ
た
が
、
近
年
の
米
、

米
以
外
の
作
付
け
状
況
は

ど
う
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
近
年
の
作
付
け
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
 

    問
　
町
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
三
木
家
の
間

取
り
図
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
解
体
中
の
厩
（
う

ま
や
）
も
立
体
模
型
で
再

現
し
、
外
観
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
展
示
、
写
真
紹

介
す
る
な
ど
の
検
討
は
ど

う
か
。
 

 　社
会
教
育
課
長
 

　
立
体
模
型
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
の
で
、
新
設

さ
れ
る
観
光
交
流
セ
ン
タ

ー
で
は
写
真
等
を
使
い
積

極
的
に
展
示
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
 

　
川
界
隈
の
ジ
オ
ラ
マ
を

作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
銀

の
馬
車
道
関
連
の
事
業
で

使
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
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石 野 光 市  

大
雨
の
備
え
を
万
全
に
 

　
自
主
避
難
所
の
早
期
開
設
等
に
努
め
て
い
ま
す
 

農
業
の
現
況
は

農
業
の
現
況
は 

農
業
の
現
況
は 

夏
休
み
中
の
学
童

夏
休
み
中
の
学
童 

保
育
園
　
宿
題
が

保
育
園
　
宿
題
が 

で
き
る
環
境
を

で
き
る
環
境
を 

夏
休
み
中
の
学
童 

保
育
園
　
宿
題
が 

で
き
る
環
境
を 

町
広
報
の
紙
面
改
善

町
広
報
の
紙
面
改
善 

の
取
り
組
み
は

の
取
り
組
み
は 
町
広
報
の
紙
面
改
善 

の
取
り
組
み
は 

三
木
家
住
宅
の

三
木
家
住
宅
の 

活
用
な
ど

活
用
な
ど 

三
木
家
住
宅
の 

活
用
な
ど 

◆町内の農地の現況（作付け状況） 
 

水稲 

もち麦 

麦 

野菜 

保全・不作付地 

耕作放棄地 

平成27年度 

352ha 

　42ha 

　58ha 

　79ha 

163ha 

　5.8ha

平成28年度 

349ha 

　50ha 

　51ha 

　69ha 

176ha 

　7.5ha

平成29年度 

343ha 

　40ha 

　53ha 

　70ha 

166ha 

　6.6ha

平成30年度 

345ha 

（集計中） 

（集計中） 

（集計中） 

（集計中） 

（集計中） 

※2毛作面積があり、実耕作面積の集計と一致しません。 
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一般質問  

小 林 　 博  

公園の整備と充実・管理に取組みを 

　町事業全体で充実を進めています 

問
　
公
園
緑
地
は
、
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
ま

た
災
害
時
な
ど
、
多
様
な

面
で
重
要
な
役
割
が
あ
る
。

設
置
基
準
・
総
合
計
画
に

照
ら
し
て
の
整
備
状
況
と

計
画
は
ど
う
か
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
公
園
の
合
計
面
積
は
14 

・
4
㌶
で
一
人
当
た
り
面

積
は
条
例
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
　
川
界
隈

や
駅
前
周
辺
整
備
関
係
も

公
園
と
し
て
位
置
づ
け
、

拡
充
に
努
め
ま
す
。
 

 問
　
町
立
児
童
公
園
や
河

川
公
園
等
で
苦
情
が
あ
る
。

各
種
公
園
の
遊
具
点
検
や

管
理
に
町
の
責
任
で
進
め

て
ほ
し
い
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
遊
具
点
検
は
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

問
　
農
地
取
得
要
件
で
下

限
面
積
の
引
下
げ
で
新
規

就
農
や
移
住
者
受
入
れ
を

進
め
て
い
る
所
が
多
い
が

福
崎
町
は
ど
う
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

30
年
度
内
に
方
向
性
を
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 問
　
農
業
施
設
の
維
持
管

理
に
政
策
展
開
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
多
面
的
機
能
支
払
や
た

め
池
一
斉
点
検
な
ど
様
々

な
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
 

 問
　
森
林
は
災
害
防
止
、

生
物
多
様
性
の
確
保
、
水

源
涵
養
、
二
酸
化
炭
素
固

定
等
、
重
要
な
役
割
が
あ

る
。
森
林
経
営
管
理
法
が

成
立
し
た
が
福
崎
町
へ
の

関
係
は
ど
う
か
。
 

 　農
林
振
興
課
長
 

　
原
木
の
安
価
で
大
量
の

供
給
が
目
的
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。
採
算
の
取
れ
な
い
森

林
は
市
町
村
が
伐
採
で
き

る
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月
に
県
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
出
席
す

る
予
定
で
す
。
 

   問
　
石
造
物
は
福
崎
町
と

身
近
な
地
域
の
歴
史
を
語

る
も
の
で
あ
り
、
将
来
に

伝
え
る
た
め
に
作
ら
れ
て

い
る
。
保
存
と
活
用
に
取

組
ん
で
ほ
し
い
。
 

 　教
育
長
 

　
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
前
向
き
に
取
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

 問
　
七
種
山
周
辺
の
危
険

箇
所
対
策
を
進
め
て
ほ
し

い
。
 

 　地
域
振
興
課
長
 

　
老
朽
化
し
た
ベ
ン
チ
や

遊
歩
道
は
整
備
更
新
し
ま

す
。
道
路
は
県
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。
 

   問
　
レ
オ
パ
レ
ス
の
界
壁

不
設
置
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
実
態
把
握
は
ど
う

か
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
調
査
結
果
と
対
応
状
況

の
報
告
と
公
表
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
 

 問
　
消
防
団
活
動
に
必
要

な
装
備
・
備
品
の
充
実
を

一
層
進
め
て
ほ
し
い
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
補
助
金
等
を
活
用
し
、

計
画
的
に
取
組
み
ま
す
。
 

 問
　
七
種
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
、
川
端
川
の
終
末
点
修

正
な
ど
水
害
防
止
対
策
を

急
い
で
ほ
し
い
。
 

 　ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
し
ゅ
ん
せ
つ
に
つ
い
て
、

県
は
必
要
な
対
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
 

 　

上
下
水
道
課
長
 

　
10
月
頃
の
入
札
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
 

   問
　
通
学
路
の
危
険
箇
所

対
策
に
真
剣
な
取
組
み
を
。

自
転
車
の
安
全
運
転
講
習

や
保
険
加
入
の
推
進
は
ど

う
か
。
 

 　住
民
生
活
課
長
 

　
現
地
の
状
況
を
見
て
効

果
的
な
方
法
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
小

中
学
校
は
毎
年
安
全
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
 

険
の
加
入
は
中
学
校
で
88 

％
で
す
。
一
般
も
含
め
、

啓
発
を
推
進
し
ま
す
。
 

文
化
財
と
観
光

文
化
財
と
観
光 

文
化
財
と
観
光 

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策 

交
通
安
全
対
策 

防
災
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て 

防
災
に
つ
い
て 

農
業
施
策
に
つ
い
て

農
業
施
策
に
つ
い
て 

農
業
施
策
に
つ
い
て 

田口奥池 

か
ん
よ
う
 



　
今
夏
は
と
り
わ
け
厳
し
い

猛
暑
で
注
意
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

　
６
月
議
会
で
は
、
福
崎
駅

周
辺
整
備
に
関
連
す
る
、
駅

前
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
新

築
工
事
、
交
流
広
場
整
備
工

事
、
交
通
広
場
整
備
工
事
等

の
工
事
請
負
契
約
が
可
決
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
は
道
路
工
事

等
が
主
だ
っ
た
福
崎
駅
周
辺

整
備
事
業
も
、
建
物
や
広
場

の
工
事
が
始
ま
り
、
完
成
に

向
か
っ
て
着
実
に
事
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
 

　
工
事
中
は
、
福
崎
駅
を
利

用
さ
れ
る
方
々
や
住
民
の
皆

様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
熱
中
症
等
に
注
意
し
て
、

く
れ
ぐ
れ
も
身
体
を
ご
自
愛

下
さ
い
。
 

北
山
　
孝
彦
 

編
集
後
記
 

　7月22日、第27回兵庫県消防操法大会が兵

庫県広域防災センター（三木市）で行われま

した。 

　熱戦の結果、庄分団が小型ポンプの部で優

勝という輝かしい成績を収められました。庄

分団は兵庫県代表として、10月19日に富山県

で開催される全国消防操法大会に出場されま

す。一層の活躍を期待しています。 

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会 

　
委
員
長
　
石
野
　
光
市 

　
副
委
員
長
　
柴
田
　
幹
夫 

　
委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦 

　
委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み 

　
委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 
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政務活動費 収支明細（平成29年度） 

議席番号　氏名　
 

松岡秀人 
柴田幹夫 
三輪一朝 
北山孝彦 
前川裕量 
河嶋重一郎 
木村いづみ 
山口　純 
牛尾雅一 
冨田昭市 
小林　博 
石野光市 
城谷英之 
高井國年 
合　計　 

 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14

 

 
50,000  
120,000  

 
 

50,000  
 
 

110,000  
120,000  

 
 
 
 

450,000

 

 
0  

104,608  
 
 
0  
 
 
0  
0  
 
 
 
 

104,608

 

 
50,000  
15,392  

  
  

50,000  
  
  

110,000  
120,000  

  
  
 
  

345,392

残額 
（戻入額） 

支出額 申請額 主な支出
 

（申請なし） 
（全額返還） 

 
（申請なし） 
（申請なし） 
（全額返還） 
（申請なし） 
（申請なし） 
（全額返還） 
（全額返還） 
（申請なし） 
（申請なし） 
（申請なし） 
（申請なし） 

財政、社会保障・社会福祉、防災 
関係研修受講費、書籍購入費 

（単位：円） 
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